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平成 20 年 3 月期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19年 10月 30日の中間決算発表時に公表した平成 20年 3

月期（平成19年４月 1日～平成20年３月 31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、

お知らせいたします。 

 

記 
 
１．平成 20 年３月期連結業績予想の修正（平成 19 年４月 1 日～平成 20 年３月 31 日） 

   (単位：百万円)

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 103,000 12,000 12,000 7,200

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 90,000 8,700 8,700 4,700

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） -13,000 -3,300 -3,300 -2,500

増 減 率 （％）  （Ｂ－Ａ）/Ａ -12.6 -27.5 -27.5 -34.7

前年実績（平成 19 年 3 月期） （Ｃ） 95,611 11,656 11,754 7,713

前 年 比 （％ ）  （ Ｂ ） / （ Ｃ ） 94.1 74.6 74.0 60.9

 

２．平成 20 年３月期単独業績予想の修正（平成 19 年４月 1 日～平成 20 年３月 31 日） 

   (単位：百万円)

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 97,000 11,800 11,800 7,000

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 83,000 9,700 9,700 5,900

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） -14,000 -2,100 -2,100 -1,100

増 減 率 （％）  （Ｂ－Ａ）/Ａ -14.4 -17.8 -17.8 -15.7

前年実績（平成 19 年 3 月期） （Ｃ） 93,915 11,594 11,736 7,593

前 年 比 （％ ）  （ Ｂ ） / （ Ｃ ） 88.4 83.7 82.7 77.7
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３．平成 20 年３月期業績予想の修正の理由 

 

当下半期におけるコンピュータ用モニターの売上高は、国内外市場ともに堅調に推移しておりま

すが、アミューズメント用モニターの売上高は、第３四半期に本格販売となり好調を維持した機種が

第4四半期に入り予想を下回る販売となったこと、および新機種投入の端境期と重なり、従来予想に

達しない見込みとなりました。 

利益面におきましては、売上高減少およびそれに伴う材料ロスの発生が概ね減益の要因となって

おります。 

また、昨年 10 月の独シーメンス社の医療市場向けモニター事業買収の取得原価の内、研究開発

費相当額約 1,375 百万円（事業譲渡完了時である 2007 年 10 月 31 日の為替レート、１ユーロ＝

165.66 円にて換算）は、企業結合に係る会計基準に則って当期に研究開発費として一括費用処理

することといたしました。 

この結果、平成 20 年３月期の売上高、経常利益及び当期純利益は連結・単独ともに前回（平成

19 年 10 月 30 日）の業績予想を下回る見通しとなりました。 

 

（注） 上記の予想につきましては、現時点で得られた情報に基づいて算定しておりますが、多分に

不確実な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績は、業況の変化などにより予想と乖離する

結果になりうることをご承知おき下さい。 

 

 

以  上 
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